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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年5月19日(2011.5.19)

【公開番号】特開2008-274254(P2008-274254A)
【公開日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-045
【出願番号】特願2008-91914(P2008-91914)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/64    ＣＰＭ　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月31日(2011.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｅｕ（ユウロピウム）が置換し得るサイト数に対するＥｕの置換率が１５％以上であり
、アルカリ金属元素を含有し、且つ、Ｅｕが置換し得るサイト数に対するアルカリ金属元
素の含有率が３％以下である結晶相を有し、下記式［１］で表わされる
（１－ａ）Ｂａ（１－ｂ－ｃ－ｄ）ＳｒｂＣａｃＥｕｄＭｇ（１－ｅ－ｆ）ＺｎｅＭｎｆ

ＡｌｇＯｈ・（ａ）Ｂａ（０．７５－ｂ’－ｃ’－ｄ’）Ｓｒｂ’Ｃａｃ’Ｅｕｄ’Ａｌ

１１Ｏ１７．２５・Ａｉ　［１］
（但し、
　Ａは、少なくとも一種のアルカリ金属元素を表わし、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｂ’、ｃ’、ｄ’は、各々、
　０≦ａ≦１、
　０≦ｂ＜１、
　０≦ｃ＜１、
　０．１＜ｄ＜１、
　０≦ｅ＜１、
　０≦ｆ≦１、
　９≦ｇ≦１１、
　１５．３≦ｈ≦１８．７、
　０＜ｉ≦０．０３、
　０≦ｂ’＜１、
　０≦ｃ’＜１、
　０．１＜ｄ’＜１
　を満たす数を表わす。）
ことを特徴とする、蛍光体。



(2) JP 2008-274254 A5 2011.5.19

【請求項２】
　β－アルミナ構造を有する
ことを特徴とする、請求項１記載の蛍光体。
【請求項３】
　３８０ｎｍ以上４１０ｎｍ以下の波長範囲の光で励起した場合に、４７０ｎｍ以上５７
０ｎｍ以下の波長領域に発光ピークを有する
ことを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の蛍光体。
【請求項４】
　３８０ｎｍ以上４１０ｎｍ以下の波長範囲の光で励起した場合に、４２０ｎｍ以上４７
０ｎｍ以下の波長領域に発光ピークを有する
ことを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の蛍光体。
【請求項５】
　発光ピークの半値幅が６０ｎｍ以下である
ことを特徴とする、請求項１～４の何れか一項に記載の蛍光体。
【請求項６】
　酸化物蛍光体であって、蛍光体中のアニオンイオンを構成する元素全量に対する酸素の
割合が４０原子％以上である
ことを特徴とする、請求項１～５の何れか一項に記載の蛍光体。
【請求項７】
　蛍光体前駆体に対し、１価の金属元素のハロゲン化物が０重量％よりも多く、１重量％
未満共存する状態で、焼成する工程を有する
ことを特徴とする、下記［１］で表わされる蛍光体の製造方法。
（１－ａ）Ｂａ（１－ｂ－ｃ－ｄ）ＳｒｂＣａｃＥｕｄＭｇ（１－ｅ－ｆ）ＺｎｅＭｎｆ

ＡｌｇＯｈ・（ａ）Ｂａ（０．７５－ｂ’－ｃ’－ｄ’）Ｓｒｂ’Ｃａｃ’Ｅｕｄ’Ａｌ

１１Ｏ１７．２５・Ａｉ　［１］
（但し、
　Ａは、少なくとも一種のアルカリ金属元素を表わし、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｂ’、ｃ’、ｄ’は、各々、
　０≦ａ≦１、
　０≦ｂ＜１、
　０≦ｃ＜１、
　０．１＜ｄ＜１、
　０≦ｅ＜１、
　０≦ｆ≦１、
　９≦ｇ≦１１、
　１５．３≦ｈ≦１８．７、
　０＜ｉ≦０．０３、
　０≦ｂ’＜１、
　０≦ｃ’＜１、
　０．１＜ｄ’＜１
　を満たす数を表わす。）
【請求項８】
　前記１価の金属元素のハロゲン化物が、Ｎａ（ナトリウム）、Ｋ（カリウム）、及びＬ
ｉ（リチウム）からなる群より選ばれる一種以上の金属元素のハロゲン化物である
ことを特徴とする、請求項７記載の蛍光体の製造方法。
【請求項９】
　請求項１～６の何れか一項に記載の蛍光体と、液状媒体とを含有する
ことを特徴とする、蛍光体含有組成物。
【請求項１０】
　第１の発光体と、該第１の発光体からの光の照射によって可視光を発する第２の発光体
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とを備え、
　該第２の発光体が、請求項１～６の何れか一項に記載の蛍光体を少なくとも１種以上、
第１の蛍光体として含有する
ことを特徴とする、発光装置。
【請求項１１】
　前記第２の発光体が、前記第１の蛍光体とは発光波長の異なる少なくとも１種以上の蛍
光体を、第２の蛍光体として含有することを特徴とする、請求項１０記載の発光装置。
【請求項１２】
　前記第１の発光体が、３００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の波長範囲に発光ピークを有し、
　前記第２の発光体が、前記第２の蛍光体として、５３０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長
範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体を含有する
ことを特徴とする、請求項１１記載の発光装置。
【請求項１３】
　前記第１の発光体が、３００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の波長範囲に発光ピークを有し、
　前記第２の発光体が、前記第２の蛍光体として、４２０ｎｍより大きく４９０ｎｍ以下
の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体と、５７０ｎｍ以上７８０ｎｍ
以下の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体とを含有する
ことを特徴とする、請求項１１記載の発光装置。
【請求項１４】
　前記第１の発光体が、３００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の波長範囲に発光ピークを有し、
　前記第２の発光体が、前記第２の蛍光体として、５００ｎｍより大きく５５０ｎｍ以下
の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体と、５７０ｎｍ以上７８０ｎｍ
以下の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体とを含有する
ことを特徴とする、請求項１１記載の発光装置。
【請求項１５】
　請求項１０～１４の何れか一項に記載の発光装置を光源として備える
ことを特徴とする、画像表示装置。
【請求項１６】
　請求項１０～１４の何れか一項に記載の発光装置を光源として備える
ことを特徴とする、照明装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　即ち、本発明の要旨は、Ｅｕ（ユウロピウム）が置換し得るサイト数に対するＥｕの置
換率が１５％以上であり、アルカリ金属元素を含有し、且つ、Ｅｕが置換し得るサイト数
に対するアルカリ金属元素の含有率が３％以下である結晶相を有し、下記式［１］で表わ
される
（１－ａ）Ｂａ（１－ｂ－ｃ－ｄ）ＳｒｂＣａｃＥｕｄＭｇ（１－ｅ－ｆ）ＺｎｅＭｎｆ

ＡｌｇＯｈ・（ａ）Ｂａ（０．７５－ｂ’－ｃ’－ｄ’）Ｓｒｂ’Ｃａｃ’Ｅｕｄ’Ａｌ

１１Ｏ１７．２５・Ａｉ　［１］
（但し、
　Ａは、少なくとも一種のアルカリ金属元素を表わし、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｂ’、ｃ’、ｄ’は、各々、
　０≦ａ≦１、
　０≦ｂ＜１、
　０≦ｃ＜１、
　０．１＜ｄ＜１、
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　０≦ｅ＜１、
　０≦ｆ≦１、
　９≦ｇ≦１１、
　１５．３≦ｈ≦１８．７、
　０＜ｉ≦０．０３、
　０≦ｂ’＜１、
　０≦ｃ’＜１、
　０．１＜ｄ’＜１
　を満たす数を表わす。）
ことを特徴とする、蛍光体に存する（請求項１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明の別の要旨は、蛍光体前駆体に対し、１価の金属元素のハロゲン化物が０
重量％よりも多く、１重量％未満共存する状態で、焼成する工程を有する
ことを特徴とする、下記［１］で表わされる蛍光体の製造方法に存する（請求項７）。
（１－ａ）Ｂａ（１－ｂ－ｃ－ｄ）ＳｒｂＣａｃＥｕｄＭｇ（１－ｅ－ｆ）ＺｎｅＭｎｆ

ＡｌｇＯｈ・（ａ）Ｂａ（０．７５－ｂ’－ｃ’－ｄ’）Ｓｒｂ’Ｃａｃ’Ｅｕｄ’Ａｌ

１１Ｏ１７．２５・Ａｉ　［１］
（但し、
　Ａは、少なくとも一種のアルカリ金属元素を表わし、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｂ’、ｃ’、ｄ’は、各々、
　０≦ａ≦１、
　０≦ｂ＜１、
　０≦ｃ＜１、
　０．１＜ｄ＜１、
　０≦ｅ＜１、
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　０≦ｆ≦１、
　９≦ｇ≦１１、
　１５．３≦ｈ≦１８．７、
　０＜ｉ≦０．０３、
　０≦ｂ’＜１、
　０≦ｃ’＜１、
　０．１＜ｄ’＜１
　を満たす数を表わす。）
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　ここで、前記１価の金属元素のハロゲン化物が、Ｎａ（ナトリウム）、Ｋ（カリウム）
、及びＬｉ（リチウム）からなる群より選ばれる一種以上の金属元素のハロゲン化物であ
ることが好ましい（請求項８）。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、本発明の別の要旨は、上述の蛍光体と、液状媒体とを含有することを特徴とする
、蛍光体含有組成物に存する（請求項９）。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　また、本発明の別の要旨は、第１の発光体と、該第１の発光体からの光の照射によって
可視光を発する第２の発光体とを備え、該第２の発光体が上述の蛍光体を少なくとも１種
以上、第１の蛍光体として含有することを特徴とする発光装置に存する（請求項１０）。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
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　ここで、前記第２の発光体が、前記第１の蛍光体とは発光波長の異なる少なくとも１種
以上の蛍光体を、第２の蛍光体として含有することが好ましい（請求項１１）。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　また、前記第１の発光体が３００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の波長範囲に発光ピークを有
し、前記第２の発光体が前記第２の蛍光体として、５３０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長
範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体を含有することが好ましい（請求項１
２）。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　また、前記第１の発光体が３００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の波長範囲に発光ピークを有
し、前記第２の発光体が前記第２の蛍光体として、４２０ｎｍより大きく４９０ｎｍ以下
の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体と、５７０ｎｍ以上７８０ｎｍ
以下の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体とを含有することも好まし
い（請求項１３）。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　また、前記第１の発光体が３００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の波長範囲に発光ピークを有
し、前記第２の発光体が前記第２の蛍光体として、５００ｎｍより大きく５５０ｎｍ以下
の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体と、５７０ｎｍ以上７８０ｎｍ
以下の波長範囲に発光ピークを有する少なくとも一種の蛍光体とを含有することも好まし
い（請求項１４）。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、本発明の別の要旨は、上述の発光装置を光源として備えることを特徴とする、画
像表示装置に存する（請求項１５）。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　また、本発明の別の要旨は、上述の発光装置を光源として備えることを特徴とする、照
明装置に存する（請求項１６）。
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